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院住宅については、谷村英彦編『東アジア伝統的都市空間の現代化 おける空間制御技術に関する研究』 （二○○二年 　空間制御技術研究会）でよくわか 。
現代の集合住宅については、上北
恭史著『中国の住宅における空間構成原理の持続と変容─集合住宅の住まい方を通して』 （上北恭史 　一九九七年）が詳 い。
包慕萍著『モンゴルにおける都市
建築史研究─遊牧と定住の重層都市フフホト』 （東方書店 　二○ 五年）は、中国北部の内蒙古における住宅
を含む建築と都市の歴史的変容を取り上げている。
韓国では植民地時代に日本人のた














雄訳『住まいから見た社会史─シンガポール 　一八一九〜一九三九』 （日本経済評論社 　二○○○年）は、シンガポールにイギリス植民地が開かれてから第二次世界大戦まで 建設された、主にヨーロッパ人のための一戸建て住宅を扱っている。
マレーシアについては、 『地域学
研究』第一七号（駒澤大学応用地理研究所 　二○○四年三月）に川本豊和執筆「半島マレーシアにおける住宅団地の開発と多民族居住─ジョホール州クルアンのタ ン・イ タン低価格住宅 区を事例として」の論説がある。
南アジアの例として、斎藤千宏編
著『ＮＧＯが変える南アジア』 （コモンズ 　一九九八年）の第二章「住民によるスラムの改善」にはスリランカの都市における 所得者住宅居住環境改善の経過が記されている。
最後に、本誌『アジ研ワールド・
トレンド』二○○六年八月号でフォト・エッセイ「竹でできたスラム─バングラデシュ」が見られ 。
（
 よこせ 　みほ／アジア経済研究所図書館）
